
みんなが安
あん

心
しん

して快
かい

適
てき

な暮
く

らしが

できるような社
しゃ

会
かい

。

みんなの願
ねが

いだよね。

すべての人
ひと

が自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えで

自
じ

由
ゆう

に行
こう

動
どう

できること。

すべての人
ひと

がいろいろな活
かつ

動
どう

に

参
さん

加
か

できること。

すべての人
ひと

が思
おも

いやりの心
こころ

をもって

自
じ

分
ぶん

から行
こう

動
どう

すること。

それがユニバーサルデザイン。

これを全
ぜん

世
せ

界
かい

に広
ひろ

めて、

将
しょう

来
らい

に引
ひ

き継
つ

いでいく‥

思
おも

いやりの心
こころ

が結
むす

ぶやさしいまち。

そんなまちの実
じつ

現
げん

のために、

この条
じょう

例
れい

をつくりました。



　この条
じょう

例
れい

は、ユニバーサルデザインによるまちづくりを推
すい

進
しん

するため、その基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

及
およ

び基
き

本
ほん

的
てき

な事
じ

項
こう

を定
さだ

める

とともに、市
し

民
みん

、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

及
およ

び市
し

のそれぞれの役
やく

割
わり

を明
あき

らかにすることによって、すべての人
ひと

が安
あん

心
しん

、安
あん

全
ぜん

で快
かい

適
てき

に暮
く

らすことができる社
しゃ

会
かい

を築
きず

くことを目
もく

的
てき

とする。

 「市
し

民
みん

」、「事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

」、「市
し

」の3者
しゃ

が同
おな

じ考
かんが

え方
かた

を持
も

って、それぞれの役
やく

割
わり

を自
じ

覚
かく

することが大
たい

切
せつ

ね。

この条
じょう

例
れい

は、その役
やく

割
わり

を明
あき

らかにしているのよ。

ユニバーサルデザインを進
すす

めるために‥

　すべての人
ひと

がお互
たが

いの立
たち

場
ば

を理
り

解
かい

し、尊
そん

重
ちょう

することが大
たい

切
せつ

です。みなさんが思
おも

いやりの心
こころ

を持
も

てば、すべての人
ひと

が暮
く

らしやすいまちに変
か

わっていくはずです。

　みなさんのできることから始
はじ

めてみましょう。

目
もく

　的
てき第 条1

　この条
じょう

例
れい

において「ユニバーサルデザイン」とは、年
ねん

齢
れい

、性
せい

別
べつ

、身
しん

体
たい

能
のう

力
りょく

、国
こく

籍
せき

等
とう

人
ひと

々
びと

が持
も

つ様
さま

々
ざま

な特
とく

性
せい

や違
ちが

いを

超
こ

え、すべての人
ひと

に配
はい

慮
りょ

して心
こころ

豊
ゆた

かな暮
く

らしづくりを行
おこな

っていこうとする考
かんが

え方
かた

をいう。

「ユニバーサルデザイン」という言
こと

葉
ば

が大
だい

事
じ

な

キーワードよ。しっかりと覚
おぼ

えてね。

定
てい

　義
ぎ第 条2

みんなが思
おも

いやりの心
こころ

をもつこと、みんなができることをやってみること。

考え方
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　ユニバーサルデザインによるまちづくりは、すべての人がお互
たが

いの立
たち

場
ば

を理
り

解
かい

し、尊
そん

重
ちょう

し合
あ

い、さらに市
し

民
みん

、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

及
およ

び市
し

が協
きょう

働
どう

して、思
おも

いやりの心
こころ

が結
むす

ぶ優
やさ

しいまちの実
じつ

現
げん

を図
はか

ることを基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

として推
すい

進
しん

されなければなら

ない。

一
ひと

人
り

ひとりがお互
たが

いの立
たち

場
ば

を理
り

解
かい

し合
あ

うことが重
じゅう

要
よう

なの。人
ひと

それぞれ、要
よう

求
きゅう

やかかえている問
もん

題
だい

は違
ちが

うのよ。「市
し

民
みん

」、「事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

」、「市
し

」がそれぞれの立
たち

場
ば

で、問
もん

題
だい

をいっしょに考
かんが

え、いっしょに解
かい

決
けつ

していくことがユニバーサルデザインを進
すす

めていくために大
たい

切
せつ

なことね。

基
き

本
ほん

理
り

念
ねん第 条3

全
ぜん

国
こく

に先
さき

駆
が

けて、

ユニバーサルデザインを条
じょう

例
れい

化
か

しました！

全
ぜん
国
こく
で初
はじ
めて浜

はま
松
まつ
市
し
がユニバーサルデザインを条

じょう
例
れい
化
か
しました。

浜
はま
松
まつ
市
し
はユニバーサルデザインを積

せっ
極
きょく
的
てき
に進
すす
めている都

と
市
し
です。みなさんもその一

いち
員
いん
として、ユニバーサ

ルデザインのことを考
かんが
えてみましょう。

考え方
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１ 市
し

民
みん

は、自
みずか

らがまちづくりの主
しゅ

体
たい

であるという認
にん

識
しき

のもとに、ユニバーサルデザインへの理
り

解
かい

を深
ふか

め、共
とも

に支
ささ

え

合
あ

いながら自
じ

己
こ

の能
のう

力
りょく

を発
はっ

揮
き

し、積
せっ

極
きょく

的
てき

にまちづくりの推
すい

進
しん

に努
つと

めるものとする。

２ 市
し

民
みん

は、施
し

設
せつ

を利
り

用
よう

するときは、利
り

用
よう

者
しゃ

が互
たが

いに安
あん

心
しん

、安
あん

全
ぜん

で快
かい

適
てき

に利
り

用
よう

できるよう、一
ひと

人
り

ひとりが思
おも

いやりの心
こころ

を持
も

ち、行
こう

動
どう

するよう努
つと

めるものとする。

３ 市
し

民
みん

は、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

及
およ

び市
し

と連
れん

携
けい

し、市
し

が実
じっ

施
し

するユニバーサルデザインによるまちづくりに関
かん

する施
し

策
さく

に協
きょう

力
りょく

する

よう努
つと

めるものとする。

この条
じょう

例
れい

では、「役
やく

割
わり

」という言
こと

葉
ば

を使
つか

っているわ。決
けっ

して、やらなければならない「義
ぎ

務
む

」があるわ

けではないのよね。一
ひと

人
り

ひとりが、自
し

然
ぜん

と、そして自
じ

分
ぶん

から「役
やく

割
わり

」を行
おこな

う、やさしいまちになって

ほしいわ。市
し

民
みん

のみなさんが主
しゅ

役
やく

なの。市
し

民
みん

のみなさんの役
やく

割
わり

としては、一
ひと

人
り

ひとりが思
おも

いやりの

心
こころ

を持
も

って行
こう

動
どう

すること、ユニバーサルデザインによるまちづくりに協
きょう

力
りょく

することね。

市
し

民
みん

の役
やく

割
わり第 条4

みんなの役
やく

割
わり

って？

考え方
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１ 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

を支
ささ

える一
いち

員
いん

として、ユニバーサルデザインへの理
り

解
かい

を深
ふか

め、主
しゅ

体
たい

的
てき

かつ積
せっ

極
きょく

的
てき

にまちづく

りの推
すい

進
しん

に努
つと

めるものとする。

２ 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、年
ねん

齢
れい

、性
せい

別
べつ

、身
しん

体
たい

能
のう

力
りょく

、国
こく

籍
せき

等
とう

に関
かん

係
けい

なく、市
し

民
みん

が働
はたら

くことのできる職
しょく

場
ば

環
かん

境
きょう

の確
かく

保
ほ

及
およ

びその雇
こ

用
よう

の推
すい

進
しん

に努
つと

めるものとする。

３ 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、市
し

民
みん

及
およ

び市
し

と連
れん

携
けい

し、市
し

が実
じっ

施
し

するユニバーサルデザインによるまちづくりに関
かん

する施
し

策
さく

に協
きょう

力
りょく

する

よう努
つと

めるものとする。

施
し

設
せつ

づくり、ものづくりなどで、誰
だれ

もが使
つか

いやすいように工
く

夫
ふう

することや、誰
だれ

もが働
はたら

きやすいよう

な会
かい

社
しゃ

や工
こう

場
じょう

にすることなどが、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

のみなさんの役
やく

割
わり

ね。

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の役
やく

割
わり第 条5

１ 市
し

は、この条
じょう

例
れい

の目
もく

的
てき

を達
たっ

成
せい

するため、ユニバーサルデザインによるまちづくりに関
かん

する施
し

策
さく

を策
さく

定
てい

し、及
およ

び実
じっ

施
し

するものとする。

２ 市
し

は、ユニバーサルデザインによるまちづくりを、市
し

民
みん

及
およ

び事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

との協
きょう

働
どう

により推
すい

進
しん

するものとする。

３ 市
し

は、施
し

策
さく

の推
すい

進
しん

に当
あ

たって必
ひつ

要
よう

な予
よ

算
さん

上
じょう

の措
そ

置
ち

を講
こう

ずるよう努
つと

めるものとする。

市
し

（行
ぎょう

政
せい

）は、ユニバーサルデザインを具
ぐ

体
たい

的
てき

に進
すす

めるため、市
し

民
みん

のみなさんや事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

のみなさん

のご意
い

見
けん

をききながら、事
じ

業
ぎょう

を決
き

めたり、必
ひつ

要
よう

なお金
かね

を用
よう

意
い

するのね。

市
し

の役
やく

割
わり第 条6

考え方
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１ 市
し

長
ちょう

は、ユニバーサルデザインによるまちづくりに関
かん

する施
し

策
さく

を総
そう

合
ごう

的
てき

かつ計
けい

画
かく

的
てき

に推
すい

進
しん

するための計
けい

画
かく

を策
さく

定
てい

する。

２ 市
し

長
ちょう

は、前
ぜん

項
こう

の計
けい

画
かく

を策
さく

定
てい

し、又
また

は変
へん

更
こう

するに当
あ

たっては、広
ひろ

く市
し

民
みん

及
およ

び浜
はま

松
まつ

市
し

ユニバーサルデザイン審
しん

議
ぎ

会
かい

の

意
い

見
けん

を聴
き

くとともに、当
とう

該
がい

意
い

見
けん

を反
はん

映
えい

させるよう努
つと

めなければならない。

３ 市
し

長
ちょう

は、第
だい

１項
こう

の計
けい

画
かく

を策
さく

定
てい

し、又
また

は変
へん

更
こう

したときは、速
すみ

やかにこれを公
こう

表
ひょう

しなければならない。

ユニバーサルデザインを進
すす

めていくために計
けい

画
かく

をつくっているの。計
けい

画
かく

をつくるときや、変
へん

更
こう

す

るときは、市
し

民
みん

のみなさんや審
しん

議
ぎ

会
かい

の委
い

員
いん

のみなさんから意
い

見
けん

を聴
き

いて、より良
よ

いものにして

いるのね。

計
けい

画
かく

の策
さく

定
てい第 条7

ユニバーサルデザインを進
すす

める！

　市
し

長
ちょう

は、ユニバーサルデザインによるまちづくりに関
かん

する施
し

策
さく

について総
そう

合
ごう

調
ちょう

整
せい

を行
おこな

うとともに、これを実
じっ

効
こう

性
せい

のあるものとするための庁
ちょう

内
ない

体
たい

制
せい

を確
かく

立
りつ

するものとする。

浜
はま

松
まつ

市
し

では、ユニバーサルデザイン推
すい

進
しん

本
ほん

部
ぶ

をつくって、すべての課
か

にユニバーサルデザイン推
すい

進
しん

員
いん

を1人ずつ決
き

めているの。そして、道
どう

路
ろ

や公
こう

園
えん

、福
ふく

祉
し

や教
きょう

育
いく

など、いろいろなことについてユ

ニバーサルデザインの考
かんが

えによる、やさしいまちづくりを進
すす

めているのね。

庁
ちょう

内
ない

体
たい

制
せい第 条8

考え方
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し
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等
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　市
し

は、ユニバーサルデザインによるまちづくりに関
かん

し、大
だい

学
がく

、研
けん

究
きゅう

所
じょ

等
とう

の機
き

関
かん

と協
きょう

力
りょく

して、調
ちょう

査
さ

、研
けん

究
きゅう

及
およ

び情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

を行
おこな

うものとする。

学
がく

術
じゅつ

機
き

関
かん

等
とう

との連
れん

携
けい第 条9

　市
し

は、国
くに

、県
けん

及
およ

び他
た

の市
し

町
ちょう

村
そん

と連
れん

携
けい

し、及
およ

び協
きょう

力
りょく

して、ユニバーサルデザインによるまちづくりに取
と

り組
く

むもの

とする。

国
くに

、県
けん

及
およ

び他
た

市
し

町
ちょう

村
そん

との連
れん

携
けい第 条10

　市
し

は、ユニバーサルデザインによるまちづくりに関
かん

し、市
し

民
みん

及
およ

び事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の理
り

解
かい

を深
ふか

めるよう広
こう

報
ほう

に努
つと

めるととも

に、必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

するものとする。

広
こう

報
ほう

及
およ

び情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう第 条11

市
し

民
みん

のみなさんや事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

のみなさんにユニバーサルデザインを理
り

解
かい

してもらうため、いろいろな

方
ほう

法
ほう

でお知
し

らせしているのね。

ユニバーサルデザイン

の教
きょう

育
いく

を重
じゅう

視
し

した条
じょう

例
れい

ユニバーサルデザイン条
じょう
例
れい
では、「教

きょう
育
いく
」を重

じゅう
視
し
。学
がっ

校
こう
教
きょう
育
いく
、社
しゃ
会
かい
教
きょう
育
いく
でユニバーサルデザインを推

すい
進
しん
し

ています。すべての人
ひと
が思
おも
いやりの心

こころ
をもつために大

たい

切
せつ
なことです。

考え方
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１ 学
がっ

校
こう

等
とう

の場
ば

において行
おこ

われる教
きょう

育
いく

（以
い

下
か

「学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

」という。）に携
たずさ

わる者
もの

は、ユニバーサルデザインによるまち

づくりを推
すい

進
しん

するためには教
きょう

育
いく

が重
じゅう

要
よう

であることを認
にん

識
しき

し、個
こ

々
こ

の教
きょう

育
いく

本
ほん

来
らい

の目
もく

的
てき

を実
じつ

現
げん

する過
か

程
てい

において、ユ

ニバーサルデザインに配
はい

慮
りょ

した教
きょう

育
いく

を行
おこな

うよう努
つと

めるものとする。

２ 市
し

は、学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

において、すべての人
ひと

が互
たが

いに交
こう

流
りゅう

し合
あ

える機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

するものとする。

ユニバーサルデザインは、小
ちい

さいうちから思
おも

いやりの心
こころ

を育
はぐく

むことが必
ひつ

要
よう

だと思
おも

うの。

このため、小
しょう

学
がっ

校
こう

、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の授
じゅ

業
ぎょう

のなかで教
おし

えていくことが大
たい

切
せつ

なのね。また、外
がい

国
こく

人
じん

や障
しょう

がい

者
しゃ

、高
こう

齢
れい

者
しゃ

やさまざまな考
かんが

え方
かた

を持
も

った人
ひと

と交
こう

流
りゅう

し、その違
ちが

いを理
り

解
かい

することも大
たい

切
せつ

なのね。

（「学
がっ

校
こう

等
とう

」には、幼
よう

稚
ち

園
えん

や保
ほ

育
いく

園
えん

も含
ふく

まれるのよ。）

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

における取
とり

組
くみ第 条12

ユニバーサルデザインを学
まな

ぼう！

考え方
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しん3



１ 市
し

は、市
し

民
みん

及
およ

び事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

と連
れん

携
けい

し、ユニバーサルデザインに関
かん

する専
せん

門
もん

的
てき

な知
ち

識
しき

又
また

は技
ぎ

能
のう

を有
ゆう

する者
もの

（次
じ

項
こう

におい

て｢有
ゆう

識
しき

者
しゃ

等
とう

｣という。）を育
いく

成
せい

するものとする。

２ 市
し

は、ユニバーサルデザインを推
すい

進
しん

する活
かつ

動
どう

を行
おこな

う者
もの

に対
たい

し、有
ゆう

識
しき

者
しゃ

等
とう

を派
は

遣
けん

するものとする。

人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

及
およ

び派
は

遣
けん第 条14

ユニバーサルデザインの活
かつ

動
どう

を行っている団
だん

体
たい

は市
し

内
ない

にもたくさんあるのよ。

市
し

民
みん

のみなさんや会
かい

社
しゃ

の社
しゃ

員
いん

を対
たい

象
しょう

に勉
べん

強
きょう

会
かい

を行
おこな

うなど、もっともっとユニバーサルデザイン

を推
すい

進
しん

していきたいわね。

１ 家
か

庭
てい

及
およ

び職
しょく

場
ば

その他
た

社
しゃ

会
かい

において行
おこな

われる教
きょう

育
いく

（以
い

下
か

「社
しゃ

会
かい

教
きょう

育
いく

」という。）に携
たずさ

わる者
もの

は、すべての人
ひと

が生
しょう

涯
がい

に

わたりお互
たが

いの立
たち

場
ば

を理
り

解
かい

し、思
おも

いやりの心
こころ

を育
はぐく

むため、ユニバーサルデザインに配
はい

慮
りょ

した教
きょう

育
いく

を行
おこな

うよう努
つと

め

るものとする。

２ 市
し

は、社
しゃ

会
かい

教
きょう

育
いく

において、すべての人
ひと

が互
たが

いに交
こう

流
りゅう

し合
あ

える機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

するものとする。

「教
きょう

育
いく

」については、子
こ

供
ども

への教
きょう

育
いく

だけでなく、大
おと

人
な

への教
きょう

育
いく

、つまり、おうちや仕
し

事
ごと

場
ば

でもユニ

バーサルデザインを学
まな

べることが大
たい

切
せつ

なんだよね。

社
しゃ

会
かい

教
きょう

育
いく

における取
とり

組
くみ第 条13

考え方

考え方
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１ 市
し

は、市
し

が設
せっ

置
ち

し、又
また

は管
かん

理
り

する建
たて

物
もの

、道
どう

路
ろ

、公
こう

園
えん

等
とう

の公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

及
およ

びこれらに附
ふ

帯
たい

する工
こう

作
さく

物
ぶつ

（以
い

下
か

「公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

等
とう

」という。）の新
しん

築
ちく

等
とう

（新
しん

築
ちく

、新
しん

設
せつ

、増
ぞう

築
ちく

、改
かい

築
ちく

及
およ

び用
よう

途
と

の変
へん

更
こう

（施
し

設
せつ

の用
よう

途
と

を変
へん

更
こう

して公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

等
とう

とする場
ば

合
あい

を含
ふく

む。）をいう。次
じ

項
こう

において同
おな

じ。）をしようとするときは、すべての人
ひと

が安
あん

心
しん

、安
あん

全
ぜん

で快
かい

適
てき

に利
り

用
よう

すること

ができるようユニバーサルデザインに基
もとづ

づき整
せい

備
び

するものとする。

２ 市
し

は、公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

等
とう

の新
しん

築
ちく

等
とう

をしようとするときは、あらかじめユニバーサルデザインの観
かん

点
てん

から利
り

用
よう

者
しゃ

等
とう

の

意
い

見
けん

を聴
き

くものとする。

公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

等
とう

の整
せい

備
び第 条15

こんなところにユニバーサルデザインが。

１ 一
いっ

般
ぱん

の旅
りょ

客
かく

の運
うん

送
そう

のための鉄
てつ

道
どう

、自
じ

動
どう

車
しゃ

又
また

は船
せん

舶
ぱく

等
とう

（以
い

下
か

「公
こう

共
きょう

車
しゃ

両
りょう

等
とう

」という。）を所
しょ

有
ゆう

し、又
また

は管
かん

理
り

する者
もの

（以
い

下
か

「公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

等
とう

」という。）は、その運
うん

行
こう

に必
ひつ

要
よう

とし、かつ公
こう

共
きょう

のために使
し

用
よう

する施
し

設
せつ

及
およ

び工
こう

作
さく

物
ぶつ

に

ついて、すべての人
ひと

が安
あん

心
しん

、安
あん

全
ぜん

かつ円
えん

滑
かつ

に利
り

用
よう

することができるようユニバーサルデザインに基
もと

づく整
せい

備
び

に努
つと

めるものとする。

２ 公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

等
とう

は、ユニバーサルデザインに基
もと

づき公
こう

共
きょう

車
しゃ

両
りょう

等
とう

の整
せい

備
び

に努
つと

めるものとする。

公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

等
とう

の努力第 条16

１ 施
し

設
せつ

を設
せっ

置
ち

し、又
また

は管
かん

理
り

する者
もの

（前
ぜん

２条
じょう

に規
き

定
てい

するものを除
のぞ

く。）が新
しん

築
ちく

等
とう

（新
しん

築
ちく

、新
しん

設
せつ

、増
ぞう

築
ちく

、改
かい

築
ちく

及
およ

び用
よう

途
と

の

変
へん

更
こう

をいう。）をしようとするときは、すべての人
ひと

が安
あん

心
しん

、安
あん

全
ぜん

で快
かい

適
てき

に利
り

用
よう

することができるようユニバーサ

ルデザインに基
もと

づく整
せい

備
び

に努
つと

めるものとする。

２ 商
しょう

品
ひん

の製
せい

造
ぞう

等
とう

（製
せい

造
ぞう

、加
か

工
こう

及
およ

び設
せっ

計
けい

をいう。）をする者
もの

は、当
とう

該
がい

商
しょう

品
ひん

について、すべての人
ひと

が安
あん

心
しん

、安
あん

全
ぜん

で快
かい

適
てき

に使
し

用
よう

することができるようユニバーサルデザインに基
もと

づく製
せい

造
ぞう

等
とう

に努
つと

めるものとする。

３ サービスを提
てい

供
きょう

する者
もの

は、当
とう

該
がい

サービスについて、すべての人
ひと

が安
あん

心
しん

、安
あん

全
ぜん

で快
かい

適
てき

に利
り

用
よう

することができるよ

うユニバーサルデザインに基
もと

づく提
てい

供
きょう

に努
つと

めるものとする。

施
し

設
せつ

の設
せっ

置
ち

等
とう

をする者
もの

の努
ど

力
りょく第 条17

歩
ほ

道
どう

や公
こう

園
えん

などのほか、鉄
てつ

道
どう

やバス、タクシーなど、また、み

なさんが利
り

用
よう

する商
しょう

品
ひん

やサービスまで、すべての人
ひと

が安
あん

心
しん

し

て、安
あん

全
ぜん

に利
り

用
よう

できるようにならなければならないと思
おも

うわ。

やさしいまちづくりの第
だい

一
いっ

歩
ぽ

ね。

考え方
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第 章 すべての人
ひと

が暮
く

らしやすい生
せい

活
かつ

環
かん

境
きょう

の整
せい

備
び4



　市
し

は、ユニバーサルデザインの推
すい

進
しん

に関
かん

する事
じ

項
こう

について調
ちょう

査
さ

審
しん

議
ぎ

するため、地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

法
ほう

（昭
しょう

和
わ

22年
ねん

法
ほう

律
りつ

第
だい

67号
ごう

）第
だい

138条
じょう

の４第
だい

３項
こう

の規
き

定
てい

に基
もと

づき、浜
はま

松
まつ

市
し

ユニバーサルデザイン審
しん

議
ぎ

会
かい

（以
い

下
か

「審
しん

議
ぎ

会
かい

」という。）を置
お

く。

設
せっ

　置
ち第 条18

１ 審
しん

議
ぎ

会
かい

は、委
い

員
いん

10人
にん

以
い

内
ない

で組
そ

織
しき

する。

２ 委
い

員
いん

は、次
つぎ

に掲
かか

げる者
もの

のうちから市
し

長
ちょう

が委
い

嘱
しょく

する。

 （1） 市
し

民
みん

　　（2） 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

　　（3） 知
ち

識
しき

経
けい

験
けん

を有
ゆう

する者
もの

　　（4） 学
がく

識
しき

経
けい

験
けん

を有
ゆう

する者
もの

組
そ

　織
しき第 条19

　委
い

員
いん

の任
にん

期
き

は、２年
ねん

とする。ただし、補
ほ

欠
けつ

の委
い

員
いん

の任
にん

期
き

は、前
ぜん

任
にん

者
しゃ

の残
のこ

りの期
き

間
かん

とする。

任
にん

　期
き第 条20

１ 審
しん

議
ぎ

会
かい

に会
かい

長
ちょう

及
およ

び副
ふく

会
かい

長
ちょう

を１人
り

ずつ置
お

く。

２ 会
かい

長
ちょう

は、委
い

員
いん

が相
そう

互
ご

に選
せん

出
しゅつ

する。

３ 副
ふく

会
かい

長
ちょう

は、会
かい

長
ちょう

が指
し

名
めい

する。

４ 会
かい

長
ちょう

は、審
しん

議
ぎ

会
かい

を代
だい

表
ひょう

し、会
かい

の事
じ

務
む

を取
と

りまとめてこれを管
かん

理
り

する。

５ 副
ふく

会
かい

長
ちょう

は、会
かい

長
ちょう

を補
ほ

佐
さ

し、会
かい

長
ちょう

がその職
しょく

務
む

につけないときは、会
かい

長
ちょう

の職
しょく

務
む

を代
だい

理
り

する。

会
かい

長
ちょう

及
およ

び副
ふく

会
かい

長
ちょう第 条21

　この条
じょう

例
れい

に定
さだ

めるもののほか、この条
じょう

例
れい

の施
し

行
こう

について必
ひつ

要
よう

な事
じ

項
こう

は、市
し

長
ちょう

が定
さだ

める。

附
ふ

則
そく

　この条
じょう

例
れい

は、平
へい

成
せい

15年
ねん

4月
がつ

1日
にち

から施
し

行
こう

する。

委
い

　任
にん第 条22
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第 章 ユニバーサルデザイン審
しん

議
ぎ

会
かい5



ユニバーサルデザイン条
じょう

例
れい

は

市
し

民
みん

のみなさんといっしょにつくりました。

ワークショップ
条
じょう
例
れい
や計
けい
画
かく
づくりにおいて市

し
民
みん
のみなさんが集

あつ
まり、

アイデアを出
だ
しあって作

つく
りあげていく市

し
民
みん
参
さん
加
か
のしくみです。

パブリックコメント
条
じょう
例
れい
や計
けい
画
かく
などを策

さく
定
てい
するときに、原

げん
案
あん
を公
こう
表
ひょう
して市

し
民
みん
の

みなさんの意
い
見
けん
を募

ぼ
集
しゅう
し、寄

よ
せられたご意

い
見
けん
を反
はん
映
えい
させるしくみです。

公
こう

募
ぼ

市
し

民
みん

や市
し

民
みん

団
だん

体
たい

の代
だい

表
ひょう

者
しゃ

などによるワークショップの意
い

見
けん

を

まとめた骨
こっ

子
し

案
あん

をもとに、市
し

民
みん

からの意
い

見
けん

を取
と

り入
い

れてつくり上げ

たのが「浜
はま

松
まつ

市
し

ユニバーサルデザイン条
じょう

例
れい

」です。

ユニバーサルデザインに関
かん

する意
い

見
けん

やアイデアを募
ぼ

集
しゅう

しています。ぜひ積
せっ

極
きょく

的
てき

なご意
い

見
けん

をお寄
よ

せください。
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